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日中友好協会岡山支部 

２００８年度総会 
６月１５日（日）１０時～ 

場所：医療生協「コムコム」 
（協立病院の裏手、駐車場あります） 

 

今回の新聞に議案書を折りこんでおります。

ご一読ください。ご意見等ございましたら、遠慮

なく電話、手紙、ファックスなどでお申し出でくだ

さい。 

出席者のみなさまには、お弁当を注文します。

500 円の参加費で 1000 円相当の美味しいお弁

当です。事前にお申し込みください。 

 

会員のみなさまの出席をお待ちしております。 

午後には折り鶴の吹き流し作りをいたします。お

手伝いをお願いします。 

〇
七
年
度
第
１２
回
理
事
会
を
開

き
ま
し
た
。
情
勢
は
な
ん
と
い
っ
て
も

四
川
省
大
地
震
Ｍ
８
で
す
。 

太
極
拳
や
本
理
事
会
で
義
援
金
を

集
め
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
集
会
で
義

援
金
袋
を
回
す
予
定
で
す
。 

☆
組
織 

・
会
員
増
１
名
準
会
員
増
３
名
準
会

員
減
２
名
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

・
本
部
理
事
の
推
薦
を
決
め
、
竹
内
か

ら
小
林
へ
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

・
６
月
１５
日
の
総
会
に
向
け
て
の
議
案

の
検
討
や
準
備
を
し
ま
し
た
。
役
員
の

交
代
は
理
事
１
名
と
監
査
２
名
を
承

認
し
ま
し
た
。 

☆
財
政 

・
大
会
祝
賀
広
告
が
ぞ
く
ぞ
く
入
っ
て

い
ま
す
。 

・
大
地
震
募
金
は
５
月
３１
日
に
大
阪

の
中
国
総
領
事
に
渡
し
ま
す
。 

☆
そ
の
他 

・
「
日
中
友
好
新
聞｣

５
月
２５
日
号
に

｢

ど
う
見
る
チ
ベ
ッ
ト
問
題
（
上
）｣

が
出

て
い
ま
す
が
、
３
回
の
連
載
の
よ
う
で

す
。
ま
た｢

嵐
に
抗
し
た
人
び
と
の
足

跡
③｣

も
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

日
中
友
好
協
会
の
歴
史
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。 

・
第
４０
回
全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
作
に
岸
本
幾
代
さ
ん
の
「
勝

手
口
」
が
、
優
秀
作
に
竹
内
宣
子
さ
ん

の
「
少
女
か
ら
娘
へ
」
「
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

Ⅳ

」
の
２
点
、
入
選
作
に
は
６
名
７
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 竹

内
和
夫 

 

岡
山
市
の 

保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
岡
山
支
部
理
事
会
の

メ
ン
バ
ー
１１
人
、
中
国
語
講
座
講
師

４
人
、
日
本
語
教
室
講
師
１７

人
計

３２
人
の
皆
さ
ん
の
個
人
名
を
登
録
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
場
所
と
、

そ
こ
へ
の
往
復
な
ど
で
交
通
事
故
な
ど

（
加
害
・
被
害
と
も
）
で
、
医
療
を
受
け

た
と
き
は
、
す
ぐ
領
収
書
を
添
え
て

遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 第３３回中国料理教室へのお誘い 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、内モンゴル出身の馬小菲さんを講師にお招きして、 

中国東北部の家庭料理を教えていただきます。 

〈献立〉 

①主食：馅儿饼（シィエンアルピン） 

②锅包肉（クゥオーパオロウ） 

③酸辣汤（スゥアンラァタン） 

④デザート：拔丝奶豆腐（バァスーナイドーフ） 

 

＊ 日時  ６月２２日（日曜日）  １０時～１４時 

＊ 場所  大元公民館 （岡山市大元上町１０－３１） 

＊ 会費  1,100 円 （日中友好協会会員 1,000 円） 

｛お申し込み先｝ 
竹内けさゆき まで ＴＥＬ：086－264－1414  

 携帯 090－2869－3113  Ｅメール rizhong86@hotmail.co.jp 

お申し込みは準備の都合がありますのでなるべくお早めにお願いいたします。 

当日持参するもの エプロン、料理が残ったときのためにタッパーをご持参くだ

さい。 

主催：日中友好協会岡山支部 岡山市浜３－８－３０－５１４  

ＴＥＬ086－272－3010 

 

 

ドキュメンタリー映画 
   

 

─中国の大地に置き去りにされた女性たち─ 

中国残留婦人」を知っていますか？ 
  

☆参加費：800 円 

☆と き：08 年 7 月 5 日（土） 

午前 10:00～午後 6:10 

☆ところ：医療生協コムコム 

        午前 10:00～11:40 

（医療生協コムコムには駐車できません） 

       ソワニエ看護専門学校 

    午後 2:00～ 3:40 午後 4:30～ 6:10 

 主催：映画『花の夢』上映実行委員会  

お 問 合 わ せ ： 日 中 友 好 協 会 岡 山 支 部 

086-272-3010（竹内）086-277-2470（小林） 

 
 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

理
事
会
だ
よ
り 

左から竹内理事長、宇野支部長、稲葉、金光、真田理事です。 

この日を最後に金光理事は引かれました。 

２
０
０
８
年
第
４２
回 

 

岡
山
県
母
親
大
会 

  
 

と
き
：７
月
１３
日
（日
）
１０
時
～
１６
時 

 
 

 
 

 
 

・
１０
時
～
１２
時 

分
科
会 

・
１３
時
～
１６
時 

全
体
会 

 
 

と
こ
ろ
：ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷 

 
 

資
料
代
：７
０
０
円
（学
生･

障
害
者
５
０
０
円
） 

 
 

 
 

《記
念
講
演
》「こ
こ
ま
で
来
て
い
る
地
球
の
危
機
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
食
の
安
全
と
環
境
問
題
を
考
え
る
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

講
師 

白
井
浩
子
さ
ん 

 

 

主
催 

岡
山
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会
・
倉
敷
母
親
大
会
実
行
委
員
会 

○
チ
ケ
ッ
ト
は
、
稲
葉
理
事
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 
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新
支
援
制
度
成
立
と
訴
訟
取
下
げ
に

伴
い
、
「中
国
『残
留
孤
児
』訴
訟
を
支
え

る
岡
山
県
民
の
会
」（岩
間
一
雄
会
長
）が

五
月
を
も
っ
て
活
動
の
幕
を
閉
じ
た
。 

今
後
も
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
日
本
語

教
室
の
継
続
や
新
支
援
法
実
施
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
「孤
児
問
題
」全
面
解
決
に
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
お

り
、
い
わ
ば
”発
展
的
解
散
”の
形
と
な
っ

た
。 

 

同
会
は
、
二
〇
〇
三
年
秋
に
着
手
さ
れ

た
原
告
や
弁
護
団
に
よ
る
訴
訟
準
備
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
、
同
年
一
〇
月
に
結

成
さ
れ
た
。
〇
四
年
二
月
二
〇
日
の
岡

山
地
裁
への
第
一
次
提
訴
以
来
、
口
頭
弁

論
傍
聴
、
街
頭
ア
ピ
ー
ル
・署
名
・募
金
、

講
演
や
体
験
を
語
る
会
に
よ
る
「孤
児
」

問
題
の
理
解
拡
大
、
全
国
各
地
の
集
会
や

統
一
行
動
へ
の
参
加
、
そ
し
て
、
日
本
語

教
室
の
開
設
な
ど
多
方
面
か
ら
訴
訟
を

後
押
し
す
る
活
動
を
４
年
半
に
わ
た
っ
て

続
け
て
き
た
。
訴
訟
は
、
「
新
支
援
法
」

（改
正
「中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
支

援
に
関
す
る
法
律
」、
〇
七
年
一
二
月
五

日
公
布
）の
成
立
で
、
訴
訟
目
的
の
柱
の
１

つ
で
あ
っ
た
「新
給
付
金
制
度
」が
実
現
し

た
こ
と
で
、
〇
八
年
二
月
二
一
日
、
判
決

を
見
な
い
ま
ま
す
べ
て
取
下
げ
ら
れ
、
口

頭
弁
論
が
計
14
回
に
及
ん
だ
裁
判
は
終

結
し
た
。 

 

五
月
二
五
日
岡
山
市
立
岡
西
公
民
館

で
開
か
れ
た
最
後
の
幹
事
会
。
ま
ず
、
竹

内
和
夫
副
会
長
が
「原
告
・弁
護
団
・支
え

る
会
の
三
者
が
手
を
組
ん
で
や
っ
て
き

た
。
”判
決
な
し
“で
終
わ
っ
た
が
、
最
終

的
に
は
い
い
結
果
で
あ
っ
た
。
新
給
付
金
の

支
給
も
来
月
か
ら
始
ま
る
が
、
ま
だ
二
・

三
世
問
題
な
ど
今
後
の
活
動
の
中
で
や

る
べ
き
課
題
は
多
い
」と
あ
い
さ
つ
。 

原
告
団
の
高
杉
久
治
団
長
、
高
見
英
夫

事
務
局
長
は
「新
支
援
策
が
で
き
て
、
大

変
う
れ
し
い
。
後
ろ
に
多
く
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
こ
と
で
、
感
謝

し
て
い
る
」と
語
っ
た
。 

 

弁
護
団
の
則
武
透
事
務
局
長
が
、
訴
訟

を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「３
点

申
し
上
げ
た
い
。
第
一
は
、
四
年
間
の
闘
い

は
、
何
に
よ
っ
て
勝
ち
取
ら
れ
た
か
、
と
い

う
こ
と
。
訴
訟
関
係
者
の
中
に
は
、
国
が

責
任
を
明
確
化
し
て
い
な
い
の
に
、
政
治

的
妥
協
を
す
る
こ
と
に
は
反
対
だ
と
す
る

人
も
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
損
害
賠
償
獲

得
が
目
的
で
は
な
く
、
『
安
心
で
き
る
老

後
』を
目
指
す
政
策
形
成
訴
訟
と
考
え
て

い
た
し
、
こ
の
新
法
成
立
に
結
び
つ
い
た
の

は
、
画
期
的
な
神
戸
判
決
を
勝
ち
取
っ
た

こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
勝
訴
判
決
に

は
、
岡
山
弁
護
団
の
『帰
国
す
る
権
利
の
侵

害
』と
い
う
主
張
が
生
か

さ
れ
、
訴
訟
を
提
起
し

た
意
義
が
あ
っ
た
。
第
二

は
、
原
告
・
弁
護
団
・
支

え
る
会
が
三
者
一
体
と

な
っ
た
大
衆
的
裁
判
闘

争
の
成
果
で
あ
っ
た
こ

と
。
岡
山
は
全
国
で
も

最
も
う
ま
く
い
っ
た
ケ

ー
ス
で
、
岡
山
の
闘
い
は

重
要
な
教
訓
を
残
し

た
。
最
後
は
、
政
策
は
勝

ち
取
っ
た
も
の
の
、
課
題

は
ま
だ
い
ろ
い
ろ
残
っ
て

い
る
こ
と
。
制
度
の
実
施

に
当
た
っ
て
、
細
か
い
と

こ
ろ
が
詰
め
ら
れ
て
い
な

い
の
と
、
制
度
の
趣
旨
を

理
解
し
て
い
な
い
行
政
窓

９条・岡山県医師歯科医師の会 

第7回憲法講演会のご案内 
 

テーマ 医師の戦争責任と戦後処理 

          〜731部隊、日独戦後処理の比較にふれて 

講 師 滋賀医科大学名誉教授（社会医学講座） 

         西 山  勝 夫 先生 

日 時 ６月８日(日) 午後4時〜6時 

 

会 場 福武ジョリービル４階ゴールデン 

        岡山市中山下1−10−30（天満屋バスステーシ 

   ョン北西） 電話086−231−1275  

加費 無料 どなた様でもご参加いただけます。ぜひ、お越し下さ 

   い 

 

 731 部隊、生体解剖事件など日本医学界の戦争荷担に対する戦後の対

応。731 部隊関係者によるミドリ十字設立と薬害。戦争責任に対する日

本とドイツの戦後処理の比較などについてお話しいただきます。 

 西山勝夫先生は、滋賀医科大学社会医学講座予防医学分野に所属。専門

は、社会医学、労働衛生学、人間工学。近著「戦争と医の倫理」など。

15年戦争と日本の医学医療研究会事務局長 

 

主催：9条の会・岡山県医師歯科医師の会 
       事務局：岡山市湊374−3 湯原内科医院 

 Fax086−276−3629 

後援：岡山県9条の会  弁護士9条の会・岡山  岡山宗教者9条の会 

     岡山マスコミ9条の会  科学者9条の会・岡山 

 

トークイン岡山 ピューリッツア賞記念講演会 

「日本社会の問題と長井健司」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：２００８年６月１５日（日） １８：３０～２０：０

０（開場 １８：１５） 

講師：島田裕巳 
長井さん署名呼びかけ人。宗教学者、東京大学先端研客員研究員、中央

大学法学部兼任講師。 

『日本の１０大新宗教』『宗教としてのバブル』(幻冬舎新書)など著書多数。 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

６
月
１１
日
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

「残
留
孤
児
」訴
訟
支
え
る
会
、
“発
展
的
解
散
” 

 
 
 

 
  

日
本
語
教
室
な
ど
「孤
児
問
題
」支
援
を
継
続 

 

口
の
厳
し
い
対
応
の
た
め
に
、
無
用
の
混
乱

が
起
き
て
い
る
。
新
制
度
に
命
を
吹
き
込

む
の
は
こ
れ
か
ら
だ
」 

 

事
務
報
告
の
中
で
、
小
林
軍
治
事
務
局

長
は
「今
後
と
も
、
岡
山
・倉
敷
・総
社
で

の
日
本
語
教
室
は
継
続
、
強
化
し
て
行
く

し
、
各
自
治
体
と
は
制
度
の
徹
底
を
図
る

た
め
の
協
議
を
重
ね
る
。
憲
法
一
二
条

に
、
『国
民
に
保
障
す
る
権
利
は
、
国
民
の

不
断
の
努
力
で
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』に
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

制
度
に
魂
を
入
れ
る
努
力
を
、
わ
れ
わ
れ

と
し
て
も
続
け
た
い
」と
、
支
え
る
会
の
解

散
は
一
つ
の
区
切
り
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を

強
調
し
た
。 

 

な
お
、
訴
訟
を
支
援
し
た
市
民
に
対
す

る
「
訴
訟
終
結
『感
謝
の
会
』
」
を
七
月
一

二
日
午
後
二
時
か
ら
、
岡
山
弁
護
士
会
館

（岡
山
地
裁
北
東
角
）で
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。  

 
 

 
 
 

 
 

（荒
武
一
彦
） 

中国｢残留孤児｣訴訟を支える岡山県民の会 第８回幹事会（岡西公民館） 

小林 

竹内和 

竹内袈 

進行：木下黄太 

当会代表。ジャーナリスト。 

場所：岡山天神山文化プラザ内 ホール 

先着１５０名 資料代５００円 

  ※予約も受け付けています。 

予約：TEL  ０３－３７４６－００６５  

Eメール kansai_nagai@yahoo.co.jp 

主催：「ミャンマー軍による長井さん 

殺害に抗議する会」 


